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1.はじめに

南極や北極周辺地域の氷床の消長によって地球規模の海面変動が起きる.南極 ･北極などの極

域地域の環境変動は,地球規模の気候変動 ･海面変動に大きく支配されているのはもちろんのこ

と,逆に,極地域の環境変動への応答の仕方によって,他の気候国子や地球規模の環境変動因子

へ重大な影響がもたらされることが指摘し始められている (Ha"eta/.,1994).

地球の変動を過去にさかのぼって知るために年代測定が必要となるが,最終氷期以降の年代を

知る方法として,放射性炭素法が最も適している.'4C年代値を利用する場合には,測定試料が

14C年代法の原理に即した試料であるか否かの吟味が必要となる.'4C年代は以下の仮定が成り立

つとして,得られる年代だからである. (1)大気中14C濃度が過去も現在も一定であったこ

と. (2)生きている生物体を構成している炭素の14C濃度が大気中炭酸ガスの炭素の'4C濃度と

等しいこと. (3)生物遺体に死後外部から炭素の付加がないことである. (1)については,

近年,樹木年輪のような年代既知の試料や他の放射性核種を利用して,14C年代と暦年代の補正

ができるようになった (e.g.stuiverandPearson,1993;Bardeta/.,1990). (2)と (3)の

仮定を厳密に満たさない試料は多く存在し,その場合の効果が年代にどの程度影響するのかを定

量的に見積もることは重要である.

南極海の海水は,現代大気と同じ濃度の14Cを含む炭素と,海洋大循環により大洋の低層を流

れてきて南極周辺で湧昇流として表層海水面にもたらされる古い炭素が混合するところである.

さらに,南極大陸の周辺海域では,大陸から押し出される氷河の融水に含まれる古い炭素が加わ

る.そのため,南極海周辺の海生生物やその殻は現代炭素より14C濃度が低い.

一方,南極大陸の周辺の海岸地域の無氷雪露岩地帯はオアシスとよばれ,表面は氷に被われた

淡水の湖や池などがある (鳥居,1986).このような南極の湖や池でも夏の間だけ,岸の周り

の氷が溶けて水面が見られ,藻類が繁殖している.

- 19 3 -



南極vict()riaLandにあるDryVaHey地域は,約4,000km2という南極最大の広さをもつオアシス

で, 百万年以上前から氷河に被われない乾燥地として特異な気候変化の起きたところと考えら

れている.この地域は現在でも,山岳氷河が一部発達しているが,谷には氷河は全くなく大陸氷

河も谷の入口で消えている.DryValley地域の海岸付近には再び氷河が発達し,海岸部から内陸

に流れている.夏の間のこの氷河の溶け水は,オニックス川としてVanda湖に注がれる.Vanda

湖の湖岸には,旧汀線と考えられる湖面に平行な線が湖面から50メートルほどの高さで数多く存

在し,湖の大きさがかなり大きく変化したことを示している.この汀線は近づくと磯が湖岸に平

行に並んでおり,対岸で見るほどにはっきりとはしていないが,棟の表面に蒸発して付着した塩

類が白っぽく見える.これらは年代測定のための試料として重要であるが,このような湖や池の

多くは,大気と平衡の炭酸ガスのほか,周囲の大陸氷河に由来する炭素の混入も考えられ,それ

らによる14C異常を考慮しなければならない.

本研究では,南極地域において,夏の開氷の期間に成長している藻類が大気中の二酸化炭素の

-4C濃度と同じ濃度であるかを,今までに採取されている試料を使って明らかにし,炭素同位体

試料としで 4C異常の有無を確認し,これらの藻類が 4C年代測定の試料として適当であるかを検

討する.

2.試料

南極には夏の間だけ淡水が見られる湖や池が幾つか知られている.今回用いた試料は全部で7

試料で,1997年にRiiser-Larsen山地域にあるRichardson湖 (2試料)と,1986年から87年にか

けて南極VictoriaLandのDryVa=ey地域 (2試料)と,Ross島McMurdo基地周辺 (3試料)にお

いて採られた藻類である (表 1,図1).1997年の試料は,第38次南極観測隊夏隊の地理班の

三浦英樹氏によって採取された.

Table1nt:BsamplelistofAn tarcticalgae

SamplingPoinl SamplingDate SamplingSite

66042'S 50 ○40ーE 1997/01/01 Watersurface,LRichardson(Browncolor)

66042ーS 50040'E 1997/01/01 Watersurface,LRichardson(Greencolor)

77034tS166000'E 1987/01/07 Watersurface,LCanopus,DryVal1ey

77050'S166039tE 1986/12/12 inⅠce,1stCrater,RossⅠsland

77050tS166○43ーE 1986/12/19 Watersurface,CraterHill,RossIsaland

77050ーS166○39'E 1986/12/12 Watersurface,P.McMurdo,RossI1and
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Fig.1SamplingpolntSOftheAntarcticalgae.
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3.方法

年代測定用の試料は,超音波洗浄器で撹拝後,醍-アルカリー酸による洗浄処理を行った.乾

燥後,バイコール管に助燃剤 (酸化銅)とともに真空封入した.これを850℃で2時間加熟して

ガス化した後,真空ラインに導入し,冷媒を用いてC02に精製した.精製したC02の 1部を∂'3C

測定用に分取し,残りを水素還元法により,グラファイ トターゲットに調製した (Kitagawaef

a/.,1993).14C濃度は,名古屋大学年代測定資料研究センターのタンデ トロン加速器質量分析計

にて測定 し (Nakamuraetal.,1985;中村 ･中井,1988),14C濃度の標準体にはNBSシュウ酸を

用いた.分取した試料ガスを用いて,トリプルコレクター式気体用質量分析計 (MAT-252)に

て∂'3Cの測定を行い,同位体分別効果の補正を行った.

4.結果と考察

表2に測定結果を示す.7つの試料のうちAARGは水素還元法によるグラファイ トターゲット

の調製に際して,グラファイ トが生成しなかった.また,AABuは試料量が不足していたため試

料調製を行わなかった.

これらの14C濃度を南極以外の 2つの地域 (Wemngtonの大気中の二酸化炭素;Manningand

Mefhujsh,1994:鹿児島県書界島産の葉;高橋ら,1998)と比較したものが,Fig.2となる.

Table2TheresultsofcarbonisotopiccompositionandC/NratioofAn tarcticalgae

Sample A14C(%o) 813cpDB(%o) C/N

AARB -8.3±8.6 -6.1 7.2

AARG - 7.9

AACa 286.1±10.3 -9.6 10.0

AAVⅠ 166.8±11.3 -9.7 9.9

AACH 196.0±10.6 -17.0 6.7

AAMP 139.8±9.3 -10.0 7.7

AARBとその他の試料との間に△ 14Cの大きな値の差が見られる.Richardson湖は,湖岸のすぐ

近くまで氷河が迫ってきているのに対して,他の地点では近傍に氷河が存在 しない.つまり,

DryValleyやRoss島の湖水は氷河から溶け出た後に,大気との炭酸ガスの交換を行うだけの時間

を与えられていたため,氷河からの古い炭素の寄与の割合が低下し,この様な14C濃度の違いが

生じたのだと考えられる.

一般的にC3回路による光合成生成物の ∂'3Cは-25‰前後の値を示すが,これらの 5つの藻類

は-9--101‰程の非常に大きな値を示 している.南極に多量の蒸発岩が見られることからもわか
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る通り,湖水の蒸発量が極端に大きなものであることとや,湖からの水の流出経路が確保されて

いないことから,湖水の蒸発にともなう同位体分別によって,湖水の溶存炭酸の∂'3Cが変化す

ることが予想される.南極の湖に生育する藻類はこの影響を大きく受けたため,大きな∂-3Cを

示すものと考えられる.
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Fig.2I.cconcentrationofAn tarcticalgae,atmosphericCO2inWellington(Mami ngetaZ･,1994)

andleafinKikaiIsland(TakahashieEal･,1998)

197l～76年,日本 ･ニュージーランド･アメリカの3国によるDryVdley掘削計画が行われた

おり,名古屋大学の中井信之名誉教授によって,旧汀線の襟に付着していた藻類を試料として

14C測定が行われ (合計12試料),Torii(1994)収録の地球化学データー集に紹介されている.

それによると,当時の水面から41メートルの地点まで1280yrBPから2920yrBPまでの様々な年

代が求められている.この測定結果からは,Vanda湖の水位の変化とその年代を特定し,氷期以

後の湖の変化を知ることはできないとされた.しかし,当時の測定には多量の試料が必要であ

り,測定された値は多くの層を平均した値を示していると考えられる.その点,加速器質量分析

法では,微量試料の測定が可能である.よって,Vanda湖岸の旧汀線を利用した湖水面変動復元

の可能性の再評価がさらに必要となる.

現在のVanda湖の様子は,聴くところによると和田が1986年11月から1987年 1月に訪問した

とき,Vanda湖の中央付近に存在していた半島は完全に水没し,Vulda基地自身も水没のおそれ

があるとして,高台に移転してしまったという.今日のこのような湖の急速な変化を見ると,か

なり短期間に大きな水面の変化があった可能性がある.DryValleyのような極地域の夏の間の短

期間にのみ,氷が溶けて湖が函養されるとき,地球全体の気候変化によって,その現象が増幅さ

れて現れることは十分に考えられることである.今後の研究計画としては,DryVdley地域の湖

岸線の変化と地球環境の変動との同期性や温暖化との関係を明らかにしなければならない.
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abstract

Jnordertoclarifythepossibilityofcarbon-14dating,carbon-14activitiesoffresh

wateralgaeco=ectedfromsomecoastaHakesAntarcticaareanalyzed.Samp一esused

werecoltectedfromLakeRichadson,Riiser-Larsen,neartheNapirPeninsula,Enderby

Land,theFirstCrater,McMurdoStation,Rosslsfand,andLakeCanopus,BullLakeat

WrightVaHey,VictoriaLa.nd,Antarctica.

ThemodernaJgaeoftheDryVaHeyarea.andMcMurdostationrepresentsimilar

carbon-14activitiestothemoderncarbon14leveLOntheotherhandtheresultof

modernalgaefromtheLakeRichardsonwhichisinflowedbytheterm]'naIG一acier,

showslessactivityratherthanthemodem one.ThecarboninalgaefromtheLake

Richardsonwasusedoldcarbonderivedfromtheme一twateroftheG一acier.
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